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小山田桜台団地の現状と課題

2



（出典：町田市団地再生基本方針資料編（2013年3月））

町田市内の住宅団地
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小山田桜台団地
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⚫町田市の西方、JR横浜線淵野辺駅から北に約2km
に位置する昭和54年からに建設された約47.7ha、
分譲住宅、UR賃貸住宅、計1,627戸の大規模団地。

⚫テラス・中層混在街区や賃貸・分譲住宅一体街区な
ど、建物の規模・形態・構造形式や管理主体の異なる
住棟が同じ街区に混在。分譲住宅は、12管理組合で
構成。

⚫良好な住環境を形成する一方、完成から約38年が
経過し、団地居住者の高齢化や世帯構成の変化など
に伴う課題など様々な課題が発生。

団地の現状・課題
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（1988年（昭和63年）
整備当時の航空写真）

小山田桜台団地の航空写真
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良好な住環境
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3,532人

小山田桜台団地の人口の推移

20年間で約2,000人減少 転出 高齢化

小山田桜台団地の年齢別人口（1999年、2019年）

人口減少・高齢化の進展

⚫小山田桜台団地は、入居開始から36年以上の期間経過
に伴い、人口減少・高齢化が進んでおり、2019年1月１日
現在、人口は20年間で約36%減少し、高齢化率は約
44.4%。

⚫世帯当たりの平均人員は、20年間で3.44人/世帯から
2.26人/世帯に減少しており、
単身世帯や夫婦のみ世帯の増加。
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ビジョンの策定
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小山田桜台まちづくり協議会の活動経過

■まちづくり協議会とは
⚫ 小山田桜台まちづくり協議会は、都市計画「一団地の住宅施
設」を地区計画に移行することを目的に、2003年に設置され
た、小山田桜台団地内の12の管理組合の横断的組織。

■活動の概要
⚫ 小山田桜台団地に定められた
都市計画「一団地の住宅施
設」の地区計画への移行を目
的に検討し、2019年5月、基
本的考え方を作成し町田市に
提出。

⚫ また、団地内の谷戸池清掃や
防犯パトロールなど、住民主
体のマネジメント活動を継続
的に展開。

2019年4月に協議会が主催した「地区計画に関する説
明会」の開催風景
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小山田桜台まちづくり協議会の活動概要

■まちづくりの目標の検討

多世代が交流できる「公園団地」

～「多様な世代が訪れ住みたくなる魅力あふれる街」をめざす～

⚫ 団地内外の環境資源
を活かし自然環境に
恵まれた特色ある
「公園団地」として
魅力を向上する

⚫ 子どもから高齢者ま
で、暮らしやすい住
環境を整え、多様な
世代が集うまちにし
ていく
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■まちづくりの目標実現に向けて
（地域内での住み替えのイメージ）

 

【暮らしのイメージ】 

●北部丘陵に広がる緑農地を活かした暮らし 

ex.体験農園、観光、アウトドア 

●谷戸池公園・尾根緑道など団地内外の公園・緑道を 

活かした暮らし 

ex.ジョギング・サイクリング・散策、お花見 

●教育環境に恵まれた暮らし 

ex.日大三高、桜美林大学 

リノベーション住宅 

・子育て世帯向け住宅 

・学生向けのシェアハウス 

シニア住宅 ex.サ高住 

 

世帯人員が増加

し多様な住宅を

地区内で購入・

住み替え 

住宅の売却・賃貸 

地区外から新規

居住者の入居 

新婚や出産を機

に親元に近居・

隣居 

桜美林大学生など 

地域の魅力発信 

新規居住者

の入居促進 

（出典：小山田桜台団地まちづくり構想）
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ビジョンに基づく様々な活動の展開
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市の働きかけで「まちづくり協議会※」を結成
※12管理組合の横断的組織

多世代が交流できる「公園団地」」

土地利用規制の柔軟化

・一団地の住宅施設、建築

協定を地区計画に移行

子どもクラブ

の誘致

地域住民等の主体の取り組み

活動❶ 谷戸池公園の清掃

活動❷ 谷戸池公園の水質浄化

活動➌ 冒険遊び場の運営

活動➍ ほっとスペース、みんなの

子ども食堂さくらんぼう

新たな取組み

活動➎ 生物生き物調査

活動❻ 地域交流拠点の形成

戸建住宅建

替え促進

ビジョン

展開中のプロジェクト

ビジョン実現に向けた展開中のプロジェクト
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活動❶ 谷戸池清掃活動

町田市役所からの委託により、ま

ちづくり協議会が、団地中央
にある谷戸池公園の清掃
活動を担っている。

谷戸池公園



活動❷ 谷戸池の
水質浄化活動

まちづくり協議会ではセン

ター地区にある谷戸池の水質浄
化を目的とした「谷戸池と有
用微生物とのコラボレーショ
ン」事業に取組んでいる。
この事業は谷戸池の親水公園として
の魅力を高めることとして、池の浄化
を微生物の力を活用する方法で、持続
する豊かな自然環境づくりを実現する
作戦。

現在、麻布大学などの協力を
得て水質調査などを行うとともに、
まちづくりの一環として谷戸池の清掃
活動を行っている。
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活動➌ 冒険遊び場
の運営・管理

・谷戸池公園冒険遊び場は、谷戸池公園
内の通称「8の字広場」にあり、斜面や
広場で、木工作やロープ遊具での遊び

を始め、子どもたちのやってみ
たい遊びが実現できる場所。
まちづくり協議会と地元有志で運営。



活動➍ ほっとスペース
・みんなの子ども食堂さくらんぼうの運営

センター内の空き店舗を借り受け、ほっとスペースとして、孤立する高齢者
の見守りや居場所づくりのサービスを展開。また、みんなの子ども食堂

さくらんぼうを開設し、子どもへの食事の提供（コロナ禍で
はお弁当の提供）を展開。
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まちづくり協議会活動の効果的な情報発信

団地住民への「まちづくり通信」の定期的な発行と併せて、FaceBookを立上げ、広く情報
発信。

まちづくり協議会FaceBookの投稿例 定期的に発行されるまちづくり通信
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地域交流スペース

「よりみち広場」の取組

19



取組の概要
⚫ 小山田桜台団地の有志で「地域交流スペース準備会」
を立上げ、商店街の空き店舗に、多世代交流の拠点と
して「みんなの居場所」をつくりました。

⚫ 気が向いたときにふらりと立ち寄れる、団地住民等の
第２のリビング。

資金調達方法

⚫ 整備費約700万円。寄付と準備会メンバーの持ち出し。
⚫ 設計は、設計事務所を主宰している、まちづくり協議会
メンバーがボランティアで実施。

運営体制

⚫ 運営は、運営委員会を設立し運営。
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検討過程のスケッチ
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空き店舗でのワークショップの様子
（2021年12月）

空き店舗工事中の様子（2022年3月）

工事完了（2022年4月）開所式（2022年5月1日） 22



約45㎡

みんなの図書館「櫻文庫」

落書きコーナー

完成した地域交流スペース
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鉄道模型の展示 音楽イベント

柏餅づくり 子どもの落書き風景 24



寄付ちらし
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